
健康都市連合日本支部第１回大会 
 
（開会） 
（支部長挨拶） 
● 千葉市長：ただいまご紹介にあずかりました、市川市の千葉光行でございます。まず始

めに、第１回目の総会が先ほど無事終了しましたことを、報告いたします。本日は大変

お忙しい中、皆様にお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。心から感謝

申し上げます。本日は新しく正会員となられた多治見市の西寺市長を始め、日本支部５

市の正会員の他、全国から２１市の自治体の皆様にお越しいただいております。また浦

安市の松崎市長にもおいでいただいております。厚く御礼申し上げます。また、東京医

科歯科大学大学院教授、そしてＷＨＯ健康都市研究協力センター所長の高野健人先生や

東京医科歯科大学助教授、ＷＨＯ健康都市連合事務局長の中村桂子先生にもお越しいた

だきましたことに、深く御礼申し上げる次第です。まず、ＷＨＯの精神に基づく健康都

市連合日本支部が設立しました経緯についてご報告させていただきます。一昨年、フィ

リピンのマニラ市でＷＨＯ健康都市連合の設立準備会議が開催され、昨年、マレーシア

のクチン市でアジア西太平洋地域から２２都市・団体が集まり、ＷＨＯ西太平洋地域の

設立総会が開催されました。日本からは今日おいでいただいております、平良市の伊志

嶺市長、尾張旭市の谷口市長と市川市長の３市が参加いたしました。１９８０年代から、

ヨーロッパにおいては健康都市を推進する都市が約２，０００市集まりネットワークが

出来上がっていましたが、これまでアジアにはそういった組織がなかったということで、

昨年、ＷＨＯの健康都市連合が出来上がったわけです。同時にこの連合には、各国で支

部を設立するという規約があります。日本に支部がないというのもおかしいということ

で、今年 4月に沖縄県平良市で日本支部の設立会議が開催されました。そして 7月に、
この健康都市連合第 1回設立会議が開催ということで、やや準備が十分ではない面もあ
るかと思います。全国から２６市参加というのは少ないのではないかという意見もある

かもしれませんが、事務局であります市川市としましては、3ヶ月という大変短い準備
期間の中、全国から２６市ご参加いただけたということを大変嬉しく思っております。

次に、このＷＨＯ健康都市とはどういうものなのかということについてお話させていた

だきます。ＷＨＯの提唱する健康都市とは、健康をキーワードにまちづくりを進めてい

こうというものです。具体的に言いますと、まちの健康、社会の健康、文化、心の健康

というように、相対的に健康について考えながらまちづくりを進めていこうというもの

です。行政はどうしても縦割りになりやすい傾向がありますが、そうしたキーワードを

使いながら縦割りに横串をさしていくという考えの中で、例えば道路一つを作るにして

も、バリアフリーの道作りや駅のバリアフリー化を意識したり、というように、まちづ

くり一つ考えてもいろいろなことがいえると考えております。また、水や空気というも

のも、一人だけでは守りきることはできません。まちづくり全体の中で、あるいはいろ



いろな角度から環境問題について考えることで、まちの健康というものが出来上がって

いくわけです。また心の健康についても、歴史、社会などの文化によって心が安らぐま

ち、そういうものも健康というキーワードではないかと思います。このように各市町村

が、健康を意識した自分達のまちの独自の取り組みを発表してもらい、互いに連携しな

がらネットワークを作ることによって、お互いの利点を学び合っていこうというもので

す。同時に、それらの問題をアジアや世界に発信することによって、各国の都市が学び

合うということが大切になるのではないかと思います。日本が先進国と言われている中

で、日本が今行っていることをアジアに発信することによって、アジアの皆さんが私た

ちから何かを学び、私達もアジアの皆さんから何かを学ぶといういろいろな意味で都市

間連携につながっていく、そのことが逆に申し上げますと、アジアの平和、世界の平和

へとつながっていくのだと思います。昨年行われましたマレーシアのクチン市での会議

で、市川市は健康都市プロジェクト賞を受賞し、5月にはフィリピンのマリキナ市から
職員の研修を受け入れました。この秋には市川市からマリキナ市へ訪問させていただき、

食生活改善事業を始めいろいろなことをお互いに学んでいく予定です。今回第 1回目の
大会で、いろいろ至らない点もあるかと思いますが、一歩一歩しっかりと歩いていきた

いと思っております。そのためには、市民の皆様方、日本の国民の皆様のご理解が不可

欠だと考えております。今後ともよろしくお願い申し上げまして、私の挨拶とさせてい

ただきたいと思います。ありがとうございました。 
● 平野課長：ありがとうございました。続きまして、ＷＨＯ健康都市研究協力センター所

長、高野健人先生からご挨拶をいただきます。高野先生には、ＷＨＯ西太平洋地域事務

所の尾身茂局長からのメッセージもお預かりいただいております。どうぞよろしくお願

いいたします。 
● 高野教授： ご紹介いただきました、高野です。本日は健康都市連合日本支部第 1 回大
会の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。会員であります、市川市、平良市、尾張

旭市、袋井市、多治見市の各市長の方々、ご関係者の方々、また参加されました自治体

の方々、関係機関の方々、市民の方々、すべての皆様に本日の大会開催を心よりお喜び

申し上げます。まず始めに、ＷＨＯ西太平洋地域事務局長尾身茂事務局長から、本大会

への正式のメッセージを託されておりますので、代読させていただきます。（メッセー

ジ代読） 
尾身局長のメッセージにもありましたように、健康都市プログラムは今世界の各都市

において大変注目されている、新しい手法の総括的な住民の健康と質の高い生活を推進

するプログラムです。これはもちろん、一つ一つの都市がその固有の条件において取り

組むものではありますが、同時に同じ志を持つ世界の国々の各都市が、互いに経験や情

報を共有してＷＨＯとの密接な協力のもと推し進めることは、大変重要なことと思って

おります。私ども健康都市に関しまして、ＷＨOより研究協力センターに指名されてお
ります。日本の健康都市のために、世界の健康都市のために、広い意味での研究を通じ



まして、私どもの研究の成果を還元することを通して、皆様方のお役にたちたいと願っ

ております。日本支部のますますのご発展をお祈りいたします。本日は本当におめでと

うございました。 
● 平野課長： 健康都市連合及び日本支部会員市、来賓の紹介、祝電（習志野市）の紹介 

       参加自治体の紹介 

 



 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 
 

メッセージ 

 

健康都市連合日本支部が第 1 回総会及び大会を開催されるにあたり WHO（世界保
健機関）を代表して祝辞を申し上げることを喜ばしく思います。 
健康都市連合設立正会員である市川市、平良市、尾張旭市、袋井市が連携をはかり

日本の諸都市に健康づくりを広め、また世界各地の都市と健康都市にかかわる情報交

換や交流を積極的に進められているとうかがいました。このような日本支部の取り組

みは、賞賛に値するものであります。 
健康都市連合は 2004年に設立以来着実に会員数をのばし、現在、２２都市が正会員

として参加し、健康都市連合の活動を各都市の活動に役立てています。また、日本と

中国ではそれぞれ国内支部が設立されました。きわめて短い期間に健康都市連合がこ

のような発展を遂げていることを喜ばしく思います。 
2004 年 10 月にマレーシア国クチン市で開催された健康都市連合設立総会及び国際

会議において、WHO は斬新で優れた健康都市の取り組みを行った会員都市の表彰を

行いました。健康都市連合に参加する都市会員数の増加に伴い、すべての会員都市に

おいて優れた健康都市づくりが展開されるよう、ＷＨＯは表彰を継続いたします。 
ＷＨＯが健康都市連合を通じて、引き続き健康都市づくりの支援をすることを、こ

こにお約束いたします。 
 
 
 
 

尾 身  茂  医 学 博 士 
ＷＨＯ西太平洋地域事務局長 

 
 
 
 
 
 
 


